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昨年の冬に訪れたサハリンでの天然ガス開発「サハリンⅡ」の現場を見て、

サハリンの首都である、ユジノサハリンスクの景気が上向いて活気付いている

ように感じた。このプロジェクトで産出された石油および天然ガスは、2007年
に日本や中国に供給される予定である。このプロジェクトをきっかけにロシア

の雇用状況が良くなるのではないか？海岸で進められる、プロジェクトの開発

工事や関係者宿泊施設の建設などの現場を目の当たりにして、今は貧しい国と

いわれるロシアの経済も急速に良好になるのではないか？と感じずにはいられ

なかった。日本からも商社や電力会社が参入しているというこのプロジェクト

について知ると同時に、社会主義から資本主義へ移行途中であるロシア経済を

エネルギー産業が支え、今後もエネルギー産業に依存していくことが判った。 
その一方、この依存体質の危険性、急がれるその他の産業構造の基盤強化の

必要性を強く感じ、今後のロシア経済の行方を見通すことの難しさを知った。  
今回の論文では、社会主義国から資本主義国に移行に暗中模索してきた歴史

を述べ、そして長期の社会主義の影響をいまなお多くの面でひきずっている現

在の経済状況と今後のロシア経済の行方について投資環境の点から考察してい

きたい。 
第一章では社会主義から資本主義への移行時のロシアについて述べる。1991
年 12月、ソ連は解体し、資本主義経済・市場経済を導入するロシア連邦が誕生
した。ロシアの人々は７０年の間、住宅、光熱費などは国家負担ですべてまか

なわれる状況下で暮らしていた。エリツィンのショック療法から始まった経済

体制の移行、そして金融危機から脱出した現在の経済とプーチンの目指す経済

構造改革までについて述べることを阻む問題点について考察する。 
第二章では直接投資の必要性について述べる。ロシアは先進国であるが、こ

れまでの社会主義体制という特殊な経験上、他の先進国とは全く違う独自の産

業育成を行ってきたため、生産技術や経営ノウハウを受け入れることからロシ

ア経済の生産性向上に果たす役割が極めて大きいことについて述べる。 
第三章ではサハリンプロジェクトにおける PS法成立について述べる。法整備

をめぐるロシアの混迷は明白であり、この問題を解決することにより、ロシア

経済の安定が実現すると考え、PS法とサハリンプロジェクトの関係に注目した。 
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